
改善箇所説明図① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別： ＩＤプレートに青色のシールを貼付する。 

注： は正しい位置に組み付ける部品を示す。 

  

車体固定用 

クランプ 

燃料蒸散ガス 

掃気パイプ 

基準不適合発生箇所  

改善の内容 

全車両、ブレーキパイプの組み付けを正しい位置に修正する。 

ブレーキパイプにおいて、車体への固定位置が正規の位置と異なる位置に組み付けられてい

るため、当該パイプが車体及び燃料蒸発ガスパイプと接触するものがある。そのため、当該パ

イプが損傷してブレーキ液が漏れ制動力が低下する、また、燃料蒸発ガスパイプが損傷して燃

料蒸発ガスが漏れるおそれがある。 
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